
令和３年 12 月大竹駅東口工事の様子

Ｑ  

提
案
理
由
の
中
で
『
Ｊ
Ａ
に
お
い
て

合
併
の
協
議
が
進
ん
で
お
り
、
令
和
５
年

度
以
降
の
体
制
が
不
明
瞭
』
と
説
明
が

あ
っ
た
が
合
併
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

A  

広
島
県
内
に
は
13
の
J
A
が
あ
り
、

県
下
統
一
J
A
と
し
て
合
併
の
協
議
を

行
っ
て
い
た
。
J
A
福
山
市
、
J
A
広

島
市
、
J
A
尾
道
市
、
J
A
広
島
ゆ
た

か
の
4
つ
の
J
A
が
協
議
会
か
ら
離
脱

し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。現
在
は
、

残
り
の
9
つ
の
J
A
で
、
令
和
5
年
4

月
の
合
併
に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

Ｑ  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
マ
ロ
ン
の
里
の
経
営
は
厳
し
い
と
思

う
が
、
経
営
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

A  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
今

年
度
に
お
い
て
も
、
野
外
で
の
イ
ベ
ン
ト

が
中
止
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト

等
の
来
客
や
売
り
上
げ
が
全
く
な
い
状
況

で
あ
る
。
し
か
し
、
マ
ロ
ン
の
里
で
は
国

の
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
て
、
お
菓
子
や

特
産
品
、
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
改
良
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
や
、

コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
方
が
人
混
み
を
避
け

て
、
来
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
来

客
や
売
り
上
げ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
比
べ

て
伸
び
て
い
る
。
経
営
状
況
と
し
て
は
、

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

Ｑ  

繰
越
明
許
費
の
補
正
に
つ
い
て
、
土

木
費
の
、
晴
海
臨
海
公
園
北
側
園
路
整
備

事
業
の
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

A  
現
在
、
晴
海
臨
海
公
園
北
側
に
民
間

の
美
術
館
が
建
設
中
で
、
令
和
5
年
2
月

に
は
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
と
聞
い
て
い

る
。
ま
た
、
美
術
館
東
側
に
は
、
県
が
港

湾
緑
地
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

　
本
事
業
は
、
晴
海
地
区
の
に
ぎ
わ
い
創

設
の
た
め
、
歩
行
者
園
路
を
晴
海
臨
海
公

園
の
北
側
に
整
備
し
、
晴
海
臨
海
公
園
、

美
術
館
、
港
湾
緑
地
の
回
遊
性
を
確
保
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

市
道
晴
海
2
号
線
か
ら
海
側
に
向
か
っ
て

1
4
0
メ
ー
ト
ル
、
子
ど
も
広
場
東
側

に
80
メ
ー
ト
ル
の
園
路
を
整
備
す
る
予
定

で
あ
る
。

Ｑ  

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
今
年
度
の

見
込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、
大
竹
駅
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

目
標
金
額
を
達
成
し
て
い
る
が
、
期
限
ま

で
ま
だ
日
数
が
あ
る
。
今
後
の
見
込
み
に

つ
い
て
問
う
。

A  

11
月
末
現
在
で
約
3
億
円
の
寄
附
が

あ
り
、
今
年
度
は
大
竹
駅
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
含
め
、
4
億
5
千
万
円
を
見
込
ん

で
い
る
。

　
ま
た
、
大
竹
駅
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
目
標
金
額

を
5
千
万
円
と
設
定
し
て
い
た
が
、
現

在
、
6
千
万
円
を
超
え
る
寄
附
と
な
っ
て

い
る
。
新
た
な
目
標
は
設
定
し
て
い
な
い

が
、
整
備
事
業
は
多
額
の
費
用
が
必
要
な

た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
期

限
の
令
和
4
年
3
月
ま
で
、
よ
り
多
く
の

寄
附
を
募
り
た
い
。

Ｑ  

他
の
自
治
体
で
は
『
コ
ロ
ナ
禍
で
厳

し
い
状
況
は
同
じ
』
と
い
う
こ
と
で
、
所

得
制
限
を
な
く
し
て
独
自
財
源
で
給
付
金

を
支
給
す
る
と
聞
い
た
が
、
大
竹
市
の
対

応
に
つ
い
て
問
う
。

A  

こ
の
た
び
の
子
育
て
世
帯
臨
時
特

別
給
付
金
は
、
児
童
手
当
の
仕
組
み
を

利
用
し
て
制
度
設
計
さ
れ
て
お
り
、
所

得
制
限
限
度
額
も
児
童
手
当
の
給
付
と

同
様
で
あ
る
。

　

独
自
に
給
付
す
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

大
竹
市
で
は
今
回
の
臨
時
給
付
金
に
つ

い
て
は
、
国
の
制
度
に
沿
っ
て
運
用
す

る
予
定
で
あ
る
。

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

第 5 回  定 例 会
　
総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
　
主
な
審
査
内
容

●
大
竹
市
マ
ロ
ン
の
里
の

�
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

●
令
和
3
年
度
大
竹
市

�

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
8
号
）

●
令
和
3
年
度
大
竹
市

�

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
7
号
）
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Ｑ  

住
民
票
な
ど
の
交
付
は
コ
ン
ビ
ニ
以

外
に
は
ど
こ
で
交
付
申
請
で
き
る
か
。
ま

た
、
交
付
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

必
要
だ
が
、
交
付
率
に
つ
い
て
問
う
。

A  

コ
ン
ビ
ニ
以
外
に
一
部
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
ー
や
大
型
店
舗
な
ど
機
器
を
設
置
し

て
い
る
店
舗
で
交
付
が
受
け
ら
れ
る
。
大

竹
に
は
現
在
そ
う
い
っ
た
店
舗
は
な
い
。

11
月
21
日
時
点
で
約
42
％
の
交
付
率
で
あ

る
。

Ｑ 

予
防
接
種
健
康
被
害
調
査
委
員
会
は

常
設
か
、
常
設
で
な
い
場
合
は
過
去
に
設

置
さ
れ
た
例
は
あ
る
か
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
も
対
象
と
な
る
と
思
う
が

本
市
で
も
設
置
す
る
考
え
は
あ
る
か
問

う
。

A  

予
防
接
種
法
に
基
づ
き
救
済
の
請
求

を
受
け
た
場
合
に
設
置
す
る
も
の
で
常
設

で
は
な
い
。
過
去
に
は
平
成
4
年
に
設
置

さ
れ
た
記
録
が
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
救
済
の
申
し
立

て
は
な
い
が
、
今
後
の
対
応
を
考
え
て
改

正
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ  

出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て
掛
け

金
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
理
由
は
何
か
。

　

ま
た
、
出
産
に
伴
う
費
用
に
つ
い
て

問
う
。

A  

こ
の
度
、
産
科
医
療
補
償
制
度
が
見

直
さ
れ
掛
金
に
つ
い
て
も
過
去
の
制
度

の
実
績
な
ど
を
基
に
見
直
さ
れ
た
。
補

償
制
度
の
対
象
者
数
が
引
き
下
げ
ら
れ
、

そ
の
結
果
掛
け
金
の
引
き
下
げ
に
つ
な

が
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
厚
生
労
働
省

で
は
「
出
産
費
用
の
状
況
」
と
し
て
令
和

元
年
度
の
速
報
値
で
4
6
0
，2
1
7
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
個
室
の
室
料
差
額
や
、
産

科
医
療
補
償
制
度
掛
金
等
は
含
ま
れ
て

い
な
い
。

Ｑ  

療
養
給
付
費
等
負
担
金
等
返
還
金
と

し
て
6
8
8
万
2
千
円
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
理
由
に
つ
い
て
問
う
。

A  

40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
に
対
し
て
実
施
す
る
特
定
健
康
診
査
及

び
特
定
保
健
指
導
に
関
す
る
交
付
金
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

伴
う
国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
に
関
す
る

補
助
金
が
交
付
申
請
時
の
算
定
よ
り
実
績

額
が
下
回
っ
た
た
め
に
返
還
す
る
も
の
で

あ
る
。

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

　
生
活
環
境
委
員
会

　
　
　
　
主
な
審
査
内
容

●
大
竹
市
印
鑑
条
例
の

�

一
部
改
正
に
つ
い
て

第５回定例会は、令和３年12月2日～12月16日の15日間行われました。
詳細については、令和４年３月ごろに本会議録が製本されますので、市ホームページ、
市情報公開コーナー、図書館等でご覧ください。市ホームページから録画中継もご覧いただけます。

● 

大
竹
市
附
属
機
関
設
置
に
関
す
る

�

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

● 

大
竹
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

�

一
部
改
正
に
つ
い
て

● 

令
和
3
年
度
大
竹
市
国
民
健
康
保
険

�

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
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